
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
篆
隷
万
象
名
義
と
の
関
係
に
つ
い
て

池
田
証
寿

l

一
　
は
じ
め
に

図
書
寮
本
類
舜
名
義
抄
で
は
熟
字
項
が
多
く
単
字
項
が
少
な
い
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。
一
方
、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
で
は
単
字
項
が
そ
の
大
半
を
占
め
熟

字
項
の
割
合
が
少
な
い
。
掲
出
項
の
形
態
の
違
い
は
、
図
宙
寮
本
と
観
智
院
本

と
の
大
き
な
相
違
点
の
l
つ
と
な
っ
て
い
る
（
宮
内
庁
宙
陵
部
一
九
五
一
、
吉

田
金
彦
一
九
五
六
等
）
。

図
書
寮
本
名
義
抄
の
熟
字
項
に
は
仏
典
の
音
義
・
注
疏
類
に
依
拠
し
た
と
見

ら
れ
る
例
が
多
く
、
そ
の
編
纂
の
目
的
が
仏
典
の
解
読
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
（
吉
田
金
彦
一
九
五
五
、
貞
苅
伊
徳
一
九
八
九
）
。
し
か
し
、

周
智
寮
本
名
義
砂
に
熟
字
項
が
多
い
と
ほ
い
っ
て
も
、
同
一
の
単
字
を
含
む
熟

字
項
は
連
続
し
て
掲
出
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
当
該
の
項
も
し
く
は
前
後

の
項
に
単
字
の
注
文
〔
音
注
・
義
注
・
字
体
注
・
経
文
校
異
・
和
訓
）
が
全
く

見
え
な
い
熟
字
項
は
皆
無
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
体
裁
の
上
か
ら
図
書
寮

本
名
義
抄
を
単
芋
宇
宙
と
す
る
こ
と
は
勿
論
で
き
な
い
が
、
内
容
の
上
か
ら
図

番
寮
本
名
義
抄
を
単
宇
宇
宙
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
図
番
寮
本
名

義
抄
編
算
の
主
た
る
目
的
が
仏
典
解
読
の
た
め
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
単
宇
宇

宙
と
し
て
の
利
用
も
考
慮
に
入
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
本
稿
で
ほ
、
図
番
寮
本
名
載
抄
の
単
宇
宇
宙
と
し
て
の
性
格
を
、

単
字
の
採
録
範
囲
・
字
脂
等
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
検
討

の
方
法
は
、
図
書
寮
本
名
義
抄
と
策
隷
万
象
名
義
と
を
相
互
に
比
較
対
照
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
に
す
る
。
貰
隷
万
象
名
義
と
比
較
す
る
の
は
、
こ
れ

が
玉
筋
〔
梁
・
願
野
王
撰
）
を
節
略
し
た
単
字
宇
宙
で
あ
り
㍉
図
番
寮
本
名
義

抄
の
主
要
な
出
典
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
　
従
来
の
研
究

図
番
寮
本
名
轟
抄
に
お
け
る
甚
隷
万
象
名
義
の
引
例
数
は
約
五
二
〇
で
あ
り
、

こ
の
数
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
数
多
く
の
出
典
中
、
玄
応
音
義
・
玉
筋
に
次
い

で
第
三
位
に
位
置
す
る
。
引
例
数
．
の
多
き
は
、
蒙
隷
万
象
名
義
が
図
書
寮
本
名

去
抄
の
根
幹
資
料
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

図
書
寮
本
名
義
抄
は
弘
法
大
師
撰
纂
隷
万
象
名
義
を
「
弘
」
と
し
て
引
用
す

る
（
宮
内
庁
宙
陵
部
一
九
五
こ
。
「
弘
」
と
し
て
引
か
れ
る
注
文
に
は
金
剛
頂

経
l
宇
頂
輪
王
儀
軌
音
義
に
よ
る
も
の
が
わ
ず
か
に
含
ま
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど

は
筆
隷
万
象
名
義
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
吉
田
金
彦
一
九
五
四
）
。
図
書
寮
本

名
丑
抄
に
お
け
る
筆
隷
万
象
名
義
の
引
用
方
法
に
つ
い
て
卓
見
を
示
し
た
の
は

宮
澤
優
雅
（
一
九
七
三
）
　
で
あ
る
。
こ
の
論
で
は
、
図
書
寮
本
名
歳
抄
撰
者
は

寮
隷
万
象
名
義
の
前
半
一
～
四
帖
を
「
弘
」
と
し
て
引
用
し
、
後
半
五
・
六
帖

を
「
玉
」
と
し
て
引
用
し
た
と
す
る
。
こ
れ
は
前
半
を
弘
法
大
師
の
原
操
と
認

め
て
尊
重
し
た
が
、
後
半
は
単
な
る
抄
録
本
と
認
め
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
近
年
、
富
澤
俊
雅
は
、
出
典
の
序
列
に
関
す
る
一
連
の
論
考
（
富
澤
俊
雅
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